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第
３
回
定
例
議
会
（
９
月
議
会
）
最

終
日
に
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
復
旧

お
よ
び
復
興
に
関
し
財
政
的
配
慮
の
観

点
か
ら
議
長
・
副
議
長
お
よ
び
議
員
の

報
酬
を
減
額
す
る
た
め
の
「議
員
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
」
の
議
案

（
提

出
者

…
淀

川
議

員
、

賛
成

者
…

小
橋

議
員

・
田

沢
議

員
）が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
案
は
１
０
月
１
日
か
ら
来
年

の
９
月
３
０
日
ま
で
の
１
年
間
、
議
長
、

副
議
長
、
議
員
の
報
酬
を
５
％
カ
ッ
ト

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
議
案
に
対
し
て
、
日
本
共
産
党

市
議
団
を
代
表
し
て
金
子
議
員
が
賛
成

討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
議
案
に
反

対
す
る
議
員
は
、
討
論
も
せ
ず
に
多
数

で
否
決
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
者
は
淀
川
議
員
、

小
橋
議
員
、
田
沢
議
員
、
金
子
議
員
、

堀
江
議
員
、
大
貫
議
員
の
６
人
で
し
た
。

ＴＰＰ参加は“百害あって一利なし”です。「アジアの連携」「経済成長

のため」というう推進派の言い分をうのみにしたら、とんでもないこと

になります。

「進展を期待する」（アメリカ大統領） 「一日も早く交渉の場につくべ

き」（経団連会長） ─ アメリカと財界にいわれて、国民に真実を知らせ

ないまま、国のあり方を変えてしまう大問題の結論を急いで出そうとい

う野田政権。「亡国政治」そのものです。

政府や自治体の発注で、外国企業へのいっそうの開放の義務づけ、

「ただ働き残業」合法化のホワイトカラー・エグゼンプション導入、派遣

労働のいっそうの拡大 ─ ＴＰＰは、貧困と格差をいっそうひろげるア

メリカ型経済を日本におしつける突破口です。

ＴＰＰのやり方は、世界でも日本でも破たんした“市場原理主義”

そのものです。日本共産党は、アメリカ一辺倒からぬけだし、アジア

の国ぐにと平等・互恵の経済関係を発展させることを提案します。

8

首相は「アジア太平洋地域

と連携するため」といいますが、

アジアでＴＰＰ交渉に参加する

のはたったの４カ国。主要な国

（中国、韓国、タイ、インドネシ

ア、フィリピンなど主要な国は

参加してません。「関税ゼロ」

の打撃は、国の経済にとって

あまりに大きいからです。

「交渉してみて、加盟か撤退かは

あとで決める」というのも、ゴマカ

シです。“関税をゼロにします”とあ

らかじめ決めていないと、ＴＰＰ交

渉に参加すらできません。

しかも、“日本としてこれはゆず

れない”という「例外」や「再協議」

は、原則として拒否される可能性

が高いと政府も認めています。

ＴＰＰ参加はアジア

では少数派です

「関税ゼロ」が交渉の

入り口で要求されます

■食料自給率１３％ コメの９０％以上が外国産に

日本の食料自給率は３９％から１３％に（農水省試算）。世界的

な穀物不足で、食料価格はここ１０ 年たらずで２．３倍（国連発表）。

食料危機に対応できません。

■国土が荒廃 洪水を防ぐ“機能”も喪失

農林水産業がもっている国土や環境をまもる大切な機能 ─

洪水防止、土砂崩壊防止、水質浄化、生態系保全など年９０兆円

の効果も失われてしまいます。

■「食の安全」が危機 殺虫剤・除草剤入り農産物の輸入ＯＫ

ＴＰＰは、「食の安全」をまもる規制も交渉対象です。“残留農薬

や添加物など基準がきびしすぎる” ─ アメリカの勝手な要求が

とおれば、日本の食卓は大ピンチに。

■医療が崩壊 お金で命が左右される国に

混合診療の全面解禁や株式会社の参入など、医療に市場原理

を導入。「本当にお金がなければ医療が受けられない時代（がく

る）」（日本医師会）

■雇用と地域経済に大打撃

農林水産業だけでなく、食品加工や運輸など、関連産業や地域

経済と雇用に深刻な影響がでます。

■もうかるのは一部の輸出大企業だけ

「関税ゼロ」で大企業の利益が増えても、国民生活はうるおいま

せん。企業の内部留保は、この１２年で１０２兆円も増えたのに、

賃金は２８兆円も減っています。

議
員

報
酬

１
年

間
５

％
カ

ッ
ト
は

賛
成

少
数

（
６
人

）で
否

決

第
４

回
定

例
議

会
は

１
２

月
５

日
に
開

会
し
ま
す

請
願

・
陳

情
は

１
１

月
２

８
日

（月
）ま

で
に
お

願
い
し

ま
す
。

大震災から８カ月。復興にむけ懸命の努

力がつづくなか、被災地の再建は遅々とし

て進んでいません。

日本共産党は「大震災・原発災害にあたっ

ての提言（第３次）」を発表。志位委員長は

１０月７日、野田首相との会談で「提言」を

手渡し、すべての被災者を支援し、地域社

会全体が元気になる復興にすることをもと

めました（写真左）。

電力業界による原発推進のための積立

金を、原発災害対策の財源として使うべき

という主張にマスコミ各社が注目。「除染・

賠償に原発予算、首相が転用検討を表明」

（「毎日」１０月８日付）など、各紙がいっせ

いに報じました。

日本共産党のホームページ

をご覧ください・。

http://www.jcp.or.jp/

携帯用
ホームページ

第
３

次
提

言
の

全

文
は
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

ご
覧
い
た
だ

け
ま

す
。

討
論

…
採

決

の
前
に
議
題
と

な
っ
て
い
る

案

件
に
対

し
、
賛

成
か
反
対
か
の

意
見

を
表

明

す
る
こ
と
を

い

い
ま
す

。

「関税ゼロ」を強要するＴＰＰ（環太平洋連携協定）は、農林漁業を土台からこわす

だけではありません。「非関税障壁」撤廃の名のもとに食の安全、医療、雇用などの

ルールをこわし、くらしのあらゆる分野に甚大な被害をもたらします。



放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
す
る
方
針
と

答
え
ま
し
た
。

堀
江
議
員
は
、
６
月
議
会
に
引
き
続

い
て
原
子
力
問
題
を
取
り
あ
げ
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
放
射
能
汚

染
の
被
害
が
日
本
・
世
界
に
ま
で
広
が
っ

て
い
る
。
原
子
力
発
電
が
、
そ
の
中
に
巨

大
な
死
の
灰
を
抱
え
、
そ
れ
を
閉
じ
込

め
る
保
証
が
な
い
。
原
発
が
巨
大
な
死
の

灰
を
生
み
出
し
、
人
類
が
そ
れ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
、

原
子
炉
で
燃
や
す
原
料
と
な
る
濃
縮
ウ

ラ
ン
も
原
子
炉
も
ア
メ
リ
カ
頼
み
と
い
う

日
本
政
府
の
長
期
に
わ
た
る
原
子
力
政

策
が
今
回
の
過
酷
事
故
を
招
い
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
市
民
、
住
民
の
命
と
生
活
を
守
る
立

場
に
立
っ
て
、
政
府
に
原
発
継
続
か
ら
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
を
強
く
求

め
て
い
く
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し

て
原
子
力
発
電
の
推
進
を
進
め
て
き
た
。
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金子すぐる議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江かくじ議員

０９０-４８２４-０７９７

日
本
共
産
党
の
堀
江
鶴
治
議
員
は
一

般
質
問
で
、
農
産
物
の
放
射
能
汚
染
問

題
を
取
り
あ
げ
ま
し
た
。

堀
江
議
員
は
、
当
市
で
は
シ
イ
タ
ケ

を
始
め
、
き
の
こ
類
・
野
菜
な
ど
多
く
の

生
産
者
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
者
が
安

心
し
て
生
産
を
継
続
で
き
る
よ
う
放
射

能
汚
染
を
測
定
で
き
る
体
制
を
早
急
に

と
る
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
部
長
は
、
市
民
の
不
安
を

解
消
す
る
よ
う
に
し
、
安
心
し
て
日
常
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
本
市
に
お
い
て
も

放
射
性
物
質
検
査
機
器
を
導
入
す
る
方

向
で
あ
り
、
農
業
の
復
興
に
配
慮
し
つ
つ
、

堀江鶴治議員

９月２０日質問

金子卓議員

９月１６日に質問

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
第
３

回
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
、
震
災
で

被
害
を
受
け
た
方
の
所
得
税
・
住
民
税

を
軽
減
す
る
た
め
の
来
年
の
確
定
申
告

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
、
「
雑
損

控
除
」
の
相
談
を
太
田
税
務
署
ま
か
せ
で

な
く
、
市
行
政
自
ら
が
丁
寧
に
お
こ
な
う

よ
う
求
め
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
、
６
月
に
本
庁
と
各
総

合
支
所
で
実
施
さ
れ
た
太
田
税
務
署
の

相
談
会
に
は
、
合
計
で
３
１
５
人
が
訪

れ
た
が
、
多
く
の
方
は
相
談
だ
け
だ
っ
た

こ
と
を
示
し
、
震
災
で
損
害
を
受
け
た
市

民
に
「
雑
損
控
除
」
の
周
知
徹
底
を
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁
し
た
市
民
部
長
は
、
２
回
目
の

太
田
税
務
署
と
の
合
同
相
談
会
を
１
２

月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
実
施
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
。
門
・
塀
・
墓
石
等
に
つ
い

て
は
、
り
災
証
明
が
出
な
い
こ
と
か
ら
、

証
明
書
の
発
行
枚
数
で
確
定
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
対
象
者
数
は
把
握
で

き
て
い
な
い
」
と
答
弁
。

９
月
１
日
に
開
会
し
た
第
３
回
定
例
議

会
（
９
月
議
会
）
は
最
終
日
の
９
月
２
２

日
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例

改
正
、
請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
、
ま
た

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
決
算
認

定
の
審
査
結
果
が
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、

採
決
を
お
こ
な
い
閉
会
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら

「
議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
」
を
設

置
す
る
議
案
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
定
数
は
１
２
名
と
全
議
員
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
議
案
の
質
疑
で
も
、
委
員
と
な

ら
な
い
議
員
の
意
見
が
保
障
さ
れ
る
答
弁

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
目
的

の
特
別
委
員
会
は
全
議
員
が
委
員
と
な
り

共
通
の
理
解
の
中
で
す
す
め
る
事
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
全
議
員
が
委

員
と
な
ら
な
い
特
別
委
員
会
の
設
置
に
は

反
対
で
あ
る
と
の
反
対
討
論
を
お
こ
な
い

設
置
に
反
対
し
ま
し
た
。
こ
の
議
案
に
は

日
本
共
産
党
市
議
団
の
ほ
か
何
人
か
の
議

員
が
反
対
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
で
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

Ｈ
２
２
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
、
戸
別
浄
化

槽
整
備
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
上
水
道
事
業
会
計
に
反
対
し
ま

し
た
。

請
願
・
陳
情
で
は
、
今
議
会
に
提
出
さ

れ
た
「
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」

（
茨
城
県
教
職
員
組
合
）
、
「
早
期
の
学

校
耐
震
化
お
よ
び
教
育
復
興
を
求
め
る
請

願
」
（
茨
城
県
教
職
員
組
合
）
、
「
大
幅
増

員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
、
安
心
の
医
療
・

介
護
を
求
め
る
陳
情
」
（
茨
城
県
医
療
労

働
組
合
連
合
会
）
、
「
台
の
内
２
号
踏
切

付
け
替
え
に
関
す
る
請
願
」
（
山
方
第
２

区
長
ほ
か
２
８
１
人
）
は
す
べ
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

「
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

と
「
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
、
安

心
の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
意
見
書
」
、

「
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
『
国
の
防
災

指
針
』
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
（
議

会
運
営
委
員
会
提
出
）
の
３
つ
の
意
見
書

を
政
府
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

全
議
員
を
参
加
さ
せ
な
い

「
議
会
活
性
化
推
進
調
査

特
別
委
員
会
」
を
設
置

一
般
会
計
ほ
か
の
決
算
認
定
、

請
願
・陳
情
の
採
決
結
果

３
つ
の
意
見
書
を
政
府
関
係

機
関
に
提
出

金
子
議
員
は
「
周
知
徹
底
を
ど
う
す
る

か
の
答
弁
が
な
い
」と
再
質
問
し
ま
し
た
。

市
民
部
長
は
「
随
時
、
税
務
徴
収
課

で
相
談
を
受
け
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
「
来
年
の
申
告
時
に
窓

口
が
混
乱
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
申

告
す
る
市
民
の
た
め
に
も
、
申
告
を
受
け

る
担
当
職
員
の
た
め
に
も
、
ス
ム
ー
ズ
な

申
告
が
で
き
る
よ
う
に
市
民
に
周
知
徹

底
し
て
、
申
告
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
市
長
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
答
え
ず
、
か
わ
り
に
副
市
長

が
「
金
子
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
丁

寧
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
何
が
で
き
る

の
か
、
こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い
く
が
、
そ

う
い
う
姿
勢
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。

今
回
の
福
島
第
１
原
発
の
事
故
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
津
波
や
電
源
喪
失
な
ど

想
定
を
超
え
る
事
故
が
発
生
し
た
た
め

に
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
っ
た
。
今
回
の

事
故
よ
う
に
、
原
発
の
事
故
が
、
い
っ
た

ん
発
生
す
る
と
、
長
期
間
に
わ
た
り
広

範
囲
に
被
害
が
及
ぶ
可
能
性
が
示
さ
れ

た
。
原
子
力
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
福
島
原
発
の
事
故
原
因
が
究
明
さ

れ
、
検
証
の
上
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
。
原
発
に
依
存
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
見
直
し
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
国
の
原
発

政
策
の
動
向
を
今
ま
で
以
上
に
注
視
し

て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

そ
の
他

の
質

問

■
総
合
支
所
を
拠
点
と
し
た
均
衡
あ
る
市

政
の
展
開
に
つ
い
て

■
２
２
年
度
決
算
に
つ
い
て

そ
の
他

の
質

問

■
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て

■
義

務
教

育
施

設
適

正
配

置
計

画
に
つ
い
て

■
介
護
保
険
受
領
委
任
に
つ
い
て

■
住

宅
リ
フ
ォ
ー

ム
資

金
補

助
制

度
に
つ
い
て

震
災
で
被
害

を
受

け
ら
れ
た
方

の

申
告

相
談

会
の
ご
案

内
◇

１
２
月

５
日
（
月

）
～

９
日

（
金
）

◇
市

役
所

２
階
会

議
室

ほ
か

◇
午

前
９

時
～
午

後
４

時

※
議
会
最
終
日
に
、
放
射
能
測
定
器
を

２
台
購
入
す
る
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
測
定
器
が
納
入
さ
れ
し
だ
い
測

定
の
受
付
を
開
始
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

─ 太田税務署 ─

※購読の申込みは、金子・堀江両議員に。


